
 
検診で｢胸膜プラーク｣を指摘された方へ 

 ｢胸膜プラーク｣とは、石綿（アスベスト）を吸い込んで約１５～３

０年以上経た後に、肺などの臓器が納まっている胸腔の内側を

覆っている｢胸膜｣という薄い膜の辺りにできることがある、肥厚

（隆起した部分）のことを指します。 

 石綿は目で見ることができないほどの細い繊維からなり、吸い

込むことで、肺の中にたまり、これによって、中皮腫、肺がん、石

綿肺、びまん性胸膜肥厚等を引き起こすことがあります。これら

の病気は、いずれも石綿を吸い込んでから病気になるまでの時

間が非常に長いことが特徴です。 

 胸膜プラークが見つかっただけでは、これらの病気にかかって

いるとはいえませんが、過去に石綿を吸ったことを示す重要な

所見と考えられています。これらの病気の発見には、胸のレント

ゲン写真等による定期的な健康診断が有効です。 

 また、特に肺がんでは、石綿と喫煙によって亡くなる危険性が

より高まることが知られていますので喫煙されている方には禁煙

を強くおすすめします。 

 （独）環境再生保全機構では石綿関連疾患や健康被害救済

制度等についてまとめたリーフレットを無料でお送りしていますの

で、是非、お気軽にお問い合わせ下さい。 

   （独）環境再生保全機構（http://www.erca.go.jp） 

   フリーダイヤル ：0120-389-931 
（受付時間 平日：9:30-17:30） 

 

本部：川崎市幸区大宮町1310ﾐｭｰｻﾞ川崎ｾﾝﾄﾗﾙﾀﾜｰ9F 
電話：044－520－9508（代） 


